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　米国の先見的思想家の R・バックミンスター・フラーが提唱した宇宙船地球号
という概念があります。限られた資源・環境の中で生きている人類のおかれた現
状を宇宙的視点で表現したものと考えています。人類には原理的に永遠に続きう
る命が授けられていますが、果たして人間のエゴを超えて持続可能な生き方を貫
けるのかというその問いかけにより、人類の英知が試されているように思えます。
人類の智恵を結集した最高学府としての大学において、我々はそれを広め、全人類
としてその挑戦に対処していく使命を負っていると言うことができるでしょう。
　立教大学が掲げる ｢普遍的なる真理を探究し、私たちの世界、社会、隣人のた
めに｣ という教育理念を照らし合わせてみますと、現在我々が直面している地球
規模の課題に対して力を合わせて立ち向かっていく決意が含まれていると解釈す
ることができます。間もなく創立 150 年を迎える立教大学が時代を超えてその
重要性が増している教育理念に礎をおいていることに改めて驚かされるととも
に、当事者として何ができるのかという戸惑いを禁じ得ないというのが実感です。
　そこで、学生が自ら考え、人類の英知をもって難題に立ち向かっていける地球
人として社会に送り出すために我々にできることを考えてみましょう。もちろん
特効薬があるわけではなく、地道な積み重ねを続けつつお互いに批判的に議論し
合いながら本質に迫っていくという研究の王道と同じアプローチをとるほかに 
ないのではないでしょうか。大学教育開発・支援センターにはいくつかのアイ 
ディアの蓄積がありますので、それらを足掛かりに皆様と力を合わせていけたら
と存じます。
　釈迦に説法との誹りを甘んじて受ける覚悟で申し上げますが、その中でもまず
大切なことは教師目線を学習者目線に移していくことではないかと思います。授
業においては学生にわかっておいてほしいことをもれなく伝えたいというのが 
人情ですが、学生が何をどのように受け止めてどのような成長を遂げるのかと 
いう視点が欠如している、またはそこまで気が回らないというのが実情ではない
でしょうか。本当に大切なことが多くの学生に伝わり、根付いてさらに応用でき
る智恵に昇華することがどれだけ実現できているでしょうか。
　頭をかかえるような難問ですが、朗報があります。心理学、脳神経科学、人工
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知能、言語学などの学際領域分野である認知科学の進展です。認知科学は脳を持
つ動物の心の働きの把握を目的とする科学で、学びのプロセスの理解が格段に進
んできています。つまり学習者である学生の学びの特性について科学的根拠のあ
る知見を認知科学が提供してくれているのです。その知見を用いて様々な授業の
工夫の成否の理由を理解できれば、学生の学びの機会をより効率的に確保できる
ようになるはずです。
　当センターの調査の過程でその知見を大変わかりやすく紹介している書籍に 
出会いました。それが今回の FD 講演会登壇者の今井むつみ先生のご著書「学び
とは何か――〈探究人〉になるために」（岩波新書）でした。今井先生は面識の
ない我々の問い合わせに真摯に答えてくださるだけにとどまらず、ご多忙中にも
かかわらず講演会の講師をお引き受けくださいました。心より感謝申し上げます。
　認知科学に基づく「学び」のしくみの話は新鮮で刺激的です。講演会当日に参
加できなかった皆様にも今井先生のスリリングな講演を味わっていただければと
思い、この小冊子の作成に至りました。それでは早速お楽しみください。

　遠い未来の若者も生きがいをもって生きられる世界でありますよう。

大学教育開発・支援センター センター長、理学部教授

栗田 和好
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プログラム

学びとは何か 
―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

開会挨拶　栗田 和好 氏
  （大学教育開発・支援センター センター長、理学部教授）

講　演 
 学びとは何か  
 ―高等教育機関において〈探究人〉になるために― 
   今井 むつみ 氏（慶應義塾大学 環境情報学部 教授）　

質疑応答 

閉会挨拶　高林 陽展 氏 （大学教育開発・支援センター センター員、文学部准教授）

司　会　松下 信之 氏（大学教育開発・支援センター センター員、理学部教授）

日　時　2019年12月10日（火）18：30～20：10
場　所　池袋キャンパス 12号館　第1・第2会議室
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司会
大学教育開発・支援センター センター員、理学部 教授

松下 信之 氏

学びとは何か
―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

○司会　定刻になりましたので2019年度の立教大学 大学教育開発・支援セン
ターのFD講演会を開催させていただきたいと思います。本講演会は「学びとは何
か－高等教育機関において〈探究人〉になるために－」と題して、慶應義塾大学環
境情報学部教授の今井むつみ先生にご講演を賜りたいと存じます。本日の司会を
務めます理学部の松下と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　講演に先立ちまして、センター長の栗田先生より開会の挨拶を頂戴したいと思
います。栗田先生よろしくお願いいたします。 

開会挨拶・趣旨説明
○栗田　ご紹介いただきました大学教育開発・支援センターのセンター長、理学
部の栗田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。本日はお忙しい中、ま
たお寒い中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。
　当センターは、基本的に学生の学びの質を上げるような支援をすることを考え
ておりまして、定期的にワークショップやこのような講演会を開催しています。
これまで当センターでは、実践の技法やアクティブラーニングなどに重点が置か
れてきました。実践と理論という、その行ったり来たりで学問は本質に迫ってい
くということもあり、時折、学びの本質に立ち返ってみようということが今回の
講演会を企画するきっかけでございました。その中で私も、いくつか自分なりに
本を探して勉強しているというか、学び続けているわけです。その中で2016年
に今井先生がお書きになられた『学びとは何か』という〔本を提示して〕この岩波
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新書の赤い本に出会いました。私も感じていたことがたくさん載っていて非常に
参考になる本でして、今回今井先生にお願いしてご講演いただくことになりまし
た。
　今井先生は慶應義塾大学大学院のご出身で、その後アメリカに渡られまして
ノースウェスタン大学で心理学のPh.D.を取られました。それから母校の慶應に
お戻りになられて現在、環境情報学部の教授をされているということです。私、
実は認知科学の本を読むのはこの本が初めてではなかったのですが、アメリカな
ど他の本に含まれていることが網羅的に含まれていて新鮮で刺激的な本でした。
　早速、お話を伺いたいと思います。今井先生どうぞよろしくお願いします。

大学教育開発・支援センター センター長、理学部

栗田 和好 氏



講 演
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

慶應義塾大学 環境情報学部 教授
今井 むつみ 氏

学びとは何か
―高等教育機関において〈探究人〉になるために― 

1. はじめに
（1）自己紹介
○今井　皆さま、こんばんは。今井でございます。
　今日はこのような機会をいただき、大変ありがとうございます。
　ご紹介いただきましたように私は認知科学の研究者なのですが、認知科学とは
非常に包括的な広い学問ですので認知科学という専門があるようでないようで。
私の本当の、ある意味で狭いところでの専門は言語発達と言語心理学です。子ど
もの言葉の発達の仕組みを深堀りしていきますと、それはまさに知識を使うた
めに学んでいる、本当にアクティブラーニングなのですね。そういうアクティブ
ラーニングは何かということを自分の研究を踏まえて、また幅広い認知科学の知
見を交えながら皆さまにお伝えできればと思って書いたのが『学びとは何か』と
いう岩波新書の本です。そういう意味で、今日このような機会をいただけたこと
は本当に嬉しく思っております。【スライド1、2】

（２）ほんとうのアクティブラーニングとは何か
　アクティブラーニングという言葉は、今は随分定着してきたと思います。皆さ
ん、特に大学の先生方は、もともとアクティブラーニングをされて研究者になっ
て大学の先生になられたはずですので今更という感じはあると思うのですが、や
はり小中高の現場で当初はアクティブラーニングと言われても何が何のことや
らという感じで言葉が先行していました。アクティブラーニングを唱え続けてい

［講 演］
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るけれども中身が全然わかっていないような形で進んできた気がするのです。で
も、何年か経って現場の方でもいろいろと迷いながら試行錯誤を繰り返してその
中で、自分でスタイルを探していくことで、この頃だいぶ定着してきたのかなと
いう気がいたします。【スライド3】
　私自身がアクティブラーニングをどのように捉えるかというと、「生きた知識
を創造する学び」と捉えています。じゃあ、この「生きた知識とは何か」というと、
また「知識とは何か」ということに戻ってしまうわけなのですね。

２. 生きた知識とは
（１）「生きた知識」と「死んだ知識」
　認知科学では「生きた知識」を問題解決に使うことができる知識であると定義
をしています。「生きた知識」という言葉がある背景には「死んだ知識」と日本語
では訳してしまっているのですけれど、英語では“inert knowledge”と言って
います。要するに不活性な、あっても使えない知識ですよね。そういう覚えただ
けで取り出せずに問題解決に使えない知識のことを“inert knowledge”と言っ
て、その反対ですぐに取り出せて実行可能な知識のことを「生きた知識」と言っ
ております。【スライド４】

（２）使えない知識の例
　使えない知識とはどういう知識でしょうか。小中高、大学でも学んできて覚え
たけれど実際にすぐに取り出せない、使えない知識というのは自分でもあるし、
誰にでもたくさんあると思います。
　例えば、英語ができない人は一生懸命暗記しようとする。そもそも英語は暗記
をするものだと思っている方が多いのですね。でも、暗記してもすぐに使えない
というか、必要なときにアウトプットをすることができないという経験は多くの
人にあるのではないでしょうか。また、受動的に読むときには使えても、話すと
き、書くときのアウトプットに使えないような知識は使えない知識、「死んだ知
識」の一つの例かと思います。
　随分前ですが、まだ大学院のときに日本の国立大学生を対象に英語の多義の言
葉を用いてちょっとした実験をしました。ここで取り上げたのは“wear”という
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

言葉なのですが、その言葉でいろいろな文を作っていって、その文が英語として
自然かどうかを判断してもらいました。国立大学の学生は、それこそ中学1年生
の頃から少なくとも6 ～ 8年くらいは英語を学んでいるわけですよね。問題文に
は“wear”を正しく使った文のほかに「制服を着ている」、「ドレスを着ている」、

「シャツを着ている」といった日本語の「着る」をそのまま英語にした文を作った
のです。例えば、“I like the shirts she is wearing”みたいなのはOKという反面、
パンツや帽子といった日本語で「着る」と言わない名詞と一緒になってしまうと
不自然だと判断したのですね。
　さらに、もっと問題なのは“wear”という言葉は状態の動詞なので行為や動
作には使えないわけですよね。例えば、“Hurry up and wear your shirts right 
away”のような文を作ったとして、それは明らかにおかしいわけですね。動作の
ことを言っているので、そういう場合には“put on”という句動詞を使わないと
いけないのです。その“Hurry up and wear your shirts”のような変な使い方で
英語話者は「100％これはダメである」と判断した文に対して、日本人のほとん
どは「それは OK である」と判断したのです。「wear＝着る」と覚えてしまって
いると、実際には全然使うことができない知識にもなってしまっているというこ
とですね。【スライド5】
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（３）知識という言葉の本来の意味
　そもそも私たちは知識という言葉の本来の意味を理解しているのでしょうか。
　「知識って何だと思う？」と周りの人に聞くと、認知科学、心理学専門の方以
外は、例えば、某国立大学といった非常に入るのが難しい大学を出た方でも「そ
れは事実でしょ」とおっしゃる方が結構いるのですね。【スライド6】
　では、本当に知識は事実なのか、ということをちょっと考えてみたいと思います。
　皆さんは〔スライドを指しながら〕これ、何が見えますか。
　ここに動物がいるのですけれども、見つけられますか？
　じゃあ、「ダルメシアン犬がいます」と言ったらどうでしょう。今度は見つけら
れましたか？
　これは心理学で有名なダルメシアン効果というものです。人はただ視線を向け
ているだけでは目の前にある情報が認識できるとは限らないわけです。何か知識
があって、しかもこれが見えるはずだという予測があって、予測に合ったものが
目に入ってくる。それが結局、人間の知覚、認識というものなのですね。本当に
これがダルメシアン犬だと言われただけで今まで見えなかったダルメシアン犬が
結果、浮かび上がってくるということもあると思います。【スライド7】
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

（４）知識によって見え方が変わる
　それから、熟達者は世界の見え方が違うという研究が認知科学ではたくさんあ
ります。例えば、医学生が X 線の画像を見たときに、ほとんど素人だと白と黒
のコントラストにしか見えないわけですね。それぞれ影のようなものがあって、
その影が何を意味するのかわからない、ただの蜘蛛の巣みたいなシミが見えるに
過ぎないと。でも、かなりの学習をしないといけないのだと思うのですが、知識
が自分の中に入って学習が進むと、だんだん肺が見えてくる。それから、さらに
学習をすると、本当に豊かな画像が目の前に現れてくるという。これは哲学者の
マイケル・ポラニーの本から取ったものですが、やはり知識というものが見え方
を変えるということは非常に大事な知見です。
　本当に熟達者の見え方が素人や初心者の見え方と全然違うというのは、例えば、
よく出る話としては私たちがいくらヒヨコのお尻を見ても何にもわからないけれ
ど、ヒヨコの雌雄の判別をする人は本当に熟達してくると一瞬で正確に判断でき
るようになるという。だからそのときの知識というのは、ただの断片を蓄積した
知識ではなくて、すぐに行動に結びつく知識になっているということですよね。

【スライド8】

（５）万人に共通の“客観的”感覚・知覚経験は（ほとんど）ない
　いずれにしろ、知識をこのように捉えると万人に共通の客観的な感覚や知覚経
験はほとんどないのではないかということですね。
　じゃあ、実際私たちは何を見ているのかというと、私たちが見ている視認、少
なくとも認識している世界というのは解釈された世界なのです。そして解釈のし
かたは知識によって異なります。したがって、知識を習得するにつれて感覚、知
覚、経験は変化するのです。【スライド9】
　つまり、決して知識というのは断片的な事実ではなくて認識や記憶、知識といっ
たものは心の中で構成されるものなのだということなのですね。実は学習者がこ
のことを知っているということは非常に大事なことです。やはりこのように思っ
ているか、あるいは知識って暗記が大事だよねと、ひたすら暗記しようとしてい
るかという知識観の違いは、学びの過程とその結果得られる知識の質に重大な影
響をもたらすのです。知識をどう捉えるか――これをエピステモロジーと言いま
すが、学習される知識のクオリティと結果としてのパフォーマンスに非常に大き
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な影響を与えます。【スライド10】

（６）知識についての誤解 ―ドネルケバブモデル―
　では、知識は事実だ、と言う人たちは知識をどのようなものと考えているので
しょうか？
　皆さんドネルケバブってご存知ですか？〔スライドを指しながら〕これはトル
コのお料理で、一つ一つ見えるのは肉片なのですね。この肉片を貼りつけて大き
な巨大なチクワみたいなものを作っていって、これをナイフでスライスして食べ
ます。非常に美味しいのですが、私はこれを見ると、よく人が持っている知識と
心の中の知識モデルなのではないかなという気がして仕方がないのです。よくこ
れを教育関係者からも聞きます。【スライド11】

（７）教育改革の理念「学力の３要素」
　教育改革の理念については皆さんご存知だと思うのですが、今非常に大学入試
が揺れています。高大接続にしてもすごく大きく揺れて問題になっています。そ
こで、文科省が考えるというか学習指導要領に書いてある学習改革の理念「学力
の 3 要素」にはどういうものがあるかといったときに「知識および技能が習得さ
れるようになること」、「思考力、判断力、表現力などを育成すること」、「学びに
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向かう力、人間性を涵養すること」、という三点が挙げられているのだそうです。
　最近、入試改革その他に非常に強く反対されている著名な先生とお話をする機
会があって、その先生に「何故そんなに反対なのですか？」とお聞きしたら、一
つには「知識と思考力を分けているところが気にくわない」とおっしゃっていま
した。確かにそれはそのとおりなのですよね。知識と思考力というのが別物であ
るというのは現場の先生には根強いようです。さらに、そもそも教育改革を発進
させた政治家で当時文科大臣だった下村さんが「知識だけではもうダメだ」とい
うふうに言ったらしいのですね。
　このような言説の裏には「知識＝断片的なもの」で、それの蓄積だからダメだ
という。あたかも知識と思考力というものが別物で知識はあってもしょうがない
から、これからは思考力だよねというような、まさにドネルケバブモデルの知識
観があると思います。私はいろいろなところで教育委員会などのトップの方とお
話をするとそういうことをおっしゃる方が多くて、気になるところではあります。
それがこの学習指導要領のせいなのかどうかはわかりませんが…。
　知識とは非常に掴みどころがないもので、知識とは何かと言う問題はとても難
しく、認知科学の究極の問いでもあります。ただ、ドネルケバブモデルはすべて
の認知科学者に否定されるものでしょう。【スライド12】

（８）自分の知識についての過信
　人が自分の知識についてどう思っているのかという研究はかなりたくさんあり
ます。思考の分野の研究は心理学の中で非常に大事な一分野なのですが、その分
野の多くの研究者が指摘するのは、人は様々な思い込みやバイアスを思考に、自
分の知識に対して持っているということですね。
　例えば、私の友人でもあるスティーブン・スローマンという研究者が

“Knowledge Illusion”という、直訳すれば「知識の幻想」という本を書いていま
す。この本は『知ってるつもり』というタイトルで訳されて、特にビジネス界で話
題になってベストセラーになったと聞いています。【スライド13】
　この本で指摘していることを一言で言えば、人は基本的にほとんど理解の錯
覚から逃れられないということです。例えば、人は見たことがあること、あるい
は馴染みがあることと知っていることを非常に混同しやすい。具体的には、何か
を読んだだけでも日本語で書いてあって日本語が読めれば字面は読めます。する
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と、それだけで「自分は知っている」、あるいは何か学術用語の説明が書いてあ
るテキストを読んだことがあって「あ、だいたいこういうことだよね」と、その
ときに理解したら「ああ、もう知っている」という感覚に陥りやすい。でも実は「そ
れを説明してください」と言われると、非常に多くの場合は説明することができ
ないことがほとんどです。説明することができない知識というのは、先ほどの「死
んだ知識（inert knowledge）」に近いようなものがあります。
　例えば、ヒッグス素粒子とかビッグバンとか、本来はものすごく難しい物理学
の概念でも、メディアで頻繁に取り上げられて言葉に馴染みが出てくると「あ、
知っているよ」と言いたくなってしまいます。でも、実はその中身は全くわかっ
ていないわけですよね。しかし、人はそういう思い込みがあるから、実は自分は
知らないことだらけなのになんとか生きていけるというところはあるのだと思う
のですね。自分の知らないことをずっと考え続けていると、もう落ち込むしかな
いので。
　例えば、水洗トイレのような身の回りにある当たり前のデバイスでも、それが
働く仕組みを説明しろと言われたらできないものがほとんどなのに、それですま
せてしまっているわけです。【スライド14】
　だから知識のコミュニティにおいて個人はジグゾーパズルの一片のようなもの
なのです。自分がどこかをよく知っていればそれでいいのだけど、そこから孤立
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しないでいるためにはある程度その周辺のことも知っていないといけないという
ことなのですね。さらに、この本の著者はパフォーマンスが低い人ほど自らのス
キルを過大評価する傾向があるということも指摘しています。パフォーマンスが
高い人はむしろ自分の成果をあるいは知識を過小評価することが多いということ
ですね。それは何故かというと、スキルがない人は自分にどのようなスキルが足
りないかを知らないからです。自分にどのような知識があって何ができるか。逆
に自分に何が足りないのか、何ができないのかを客観的に判断できる人は非常に
パフォーマンスが高いのです。あるいは自分はこれはできるけれども、ここはで
きないからできる人を見つけて助けを求めて一緒にやろうということもできま
す。何が自分に足りないのかもわからない人は、誰にどのように助けを求めてい
いかもわからない。結局それを敷衍して考えると、スキルがある人というのは分
野の全体像がある程度見えているのではないでしょうか。もちろん、最初から完
璧な全体像が見えるはずはなくて、見えないから研究しているわけですよね。で
も見えない中でも、やはりすごく全体像を見ようとか、ぼんやりとでも全体像を
追い求めて、その中で自分が深堀りしていって、それが自分の目指すところで。
その周辺でこういうことはわかっているけれど、こういうことはわかっていない、
そういう絵を描けるということは特に熟達している、研究していく、あるいは何か
を究めていく、何かのスキルあるいは知識をすごく深堀りしているというところで
大事なのではないかなと、認知科学では考えられると思います。【スライド15】
　そういう各分野で超一流の達人として活躍される方はどんな知識観を持ってど
のように学んでいるのかということは学びということを考える上でいろいろなこ
とを教えてくれます。先ほども言いましたように、熟達者の方は非常に素晴らしい
特徴をたくさん持っていて、例えばヒヨコの雌雄の鑑定する方とか、多くの方は
普通の人が見ても見えない、判別できない、あるいは認識できないような認識力
というのを持っているので熟達者はその分野の世界の見え方が違うということで
す。では具体的に、その裏には一般の人と違うどのような知識がどのような形で脳
の中に存在しているのでしょうか。【スライド16】

（９）熟達者の優れた記憶
　熟達者の人は非常に優れた記憶を持っています。例えば、チェスや将棋、囲碁
などでは物凄く複雑な、たくさんの駒があって、素人にはその駒がどのように配
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置されているのかを覚えるというのはとてもできないことです。熟達者の方はち
らっと見ただけで、すぐに覚えてそれを復元することができる。ちらっと見て復
元できるというのは、カメラ記憶のような情報の入れ方と記憶があるというわけ
ではなく、結局自分の記憶、脳の中に膨大なデータベースがあって、そのデータ
ベースと照合することがすぐにできるわけですね。そのデータベースとの照合に
よって、見た瞬間に「あ、これはあの時の」という紐づけができるということで
すね。実際に素晴らしい記憶を持っている将棋のプロの方でも全くランダムに駒
を置いただけの盤面を見せられると、普通の人と同じような記憶の再現しかでき
ないということなので。その将棋の方が全般的に数字の列を、何桁も普通の人は
覚えられないけど、何桁も10桁も20桁も30桁も数字の列を覚えられるかとい
うとそうではなくて、これはやはり知識というものが基盤になっているというこ
とですよね。【スライド17】
　でもその先にあるのは、やはり直感というものではないかと思うのですよね。
記憶が優れていて、その先にあるのは直感で、熟達者の何が素晴らしいかという
と、ただ思い出せる、ただ取り出せるというだけではなくて、その状況その状況
で最善の判断をすることができる。でもその最善の判断というのは天から降って
くるわけではなく、もちろん自分の頭の中に脳の中に知識としてあるわけです。
その知識はすぐに取り出すことができて最善の判断に繋がるということですね。

【スライド18】
　その直感の背後にあるものは、知識がたくさんあるというのはただ羅列されて
それがすぐに取り出せて使えるような形になっている、いわゆる身体化された
知識になっているということなのですね。認知心理学ではそのような形の知識を

「手続き的知識」とも言います。ですから、知識、いわゆる私たちが言う「生きた
知識」というのは、ただ覚えていつ使えるかがまだ習得されていない、あるいは
知らないというものではなくて、常に使いながら覚えているからすぐに使うこと
ができる、新しい状況に応用することができる、そういう手続きを埋め込んだ知
識だというわけです。そこにはいわゆる紙で書き出すことができないような様々
な認知の側面が埋め込まれています。一つには情報処理の精度ということを言っ
ているのですが、突き詰めて考えれば知識というのは情報処理の精度も埋め込ん
だような、そういう身体化された知識が本当に使える「生きた知識」になってい
ると考えてよいのではないかと思います。【スライド19、20】
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　では、身体化された、一体化された知識はどのような過程でどのように獲得す
るのでしょう。【スライド21】

３. 読みの習得とは
（１）「読み」能力での知識と情報処理能力の熟達
　情報処理の精度を伴った手続きに埋め込まれた知識の例として、「読み」を例
に少しお話ししたいと思います。この場に立教大学現代心理学部におられる浅野
先生がいらっしゃっていて、専門家の前でこのお話をするのはとても恥ずかしい
のですけれど。浅野先生は「読みの習熟」というテーマで素晴らしいドクター論文
を書かれました。私は「読み」の研究はしたことがない素人なので間違ったことを
言わないといいのですけれど。
　この〔スライドを示しながら〕『プルーストとイカ』というのは、この本のサブ
タイトルにあるように「読書は脳をどのように変えるのか？」について書かれた
本です。ちょっと古い本ですが「読み」というものがどのように習熟していくのか
ということを神経科学の視点で書かれていて、「読む」と言う行為をするときの
認知過程を大づかみに理解するにはとてもいい本だと思います。【スライド22】
　文字を読むというスキルを持っている動物は人間だけですよね。進化的に私た



26 大学教育開発研究シリーズNo.28

ちの祖先から受け継いだ、その脳のリソースを使って私たちの祖先が持ってい
ない読みというスキルを獲得していくわけです。それは読みを覚える子どもたち
も、その進化の過程をたどります。これはまさに先ほど言った、いわゆる知識と
いうものを身体化していく過程として非常に興味深い分野なのではないか、興味
深い現象なのではないかと思うのです。

（２）初期段階の文字を読む脳
　幼児は最初、一生懸命文字を認識するところから始めます。文字を認識してそ
の音、その前にもちろんオーラルで言語は知っていて、その言葉とその文字を
対応づけていくことを覚えていくわけです。そのとき、読みというのは脳のある
一カ所で行われるわけではありません。後頭葉の物体を認識する脳の部分の一部
を使って文字の認識をするようになります。「読み」は視覚の認識から始まるの
です。視覚認識としての文字認識をする部分とそれを音に変換して単語を認識す
る、文法あるいは文の構造を捉え、文としての意味を捉える部分、それらの工程
をシームレスに連結させる情報処理のネットワークを作っていく。そのスピード
と精度をどんどんどんどん効率化させていくと、無意識にオートマティックに
高速で各工程がつながるようになる。文字認識をしたらすぐにそれが音につなが
り、意味につながり、そして文法の知識が入ってきて文として、文の意味として
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理解できるというような、そこの脳のネットワークを作っていく、そういう過程
だと考えられるわけです。【スライド23】
　その中で、例えば小脳とか視床などは一般的に運動をつかさどる、運動に関係
するところが重要な役割を担います。読みというのは手足を動かすわけではない
し、直感的に考えるとあまり運動と関係がないと思われるかもしれませんが、読
むという行為において眼球の運動をどのようにコントロールしていくのかは読み
のスキルとしてすごく大事なところになっていくわけですね。そこがやはり最初
うまく読めない、拾い読みをしているようなときにはその運動のコントロールと、
文字認識、音声変換、意味のくみ取りの部分がうまく連動できない。そこを拙い
ながらも読みの訓練をしていくことによって運動スキルと言語スキルのタイミン
グ、精度とかを調節していくようになっていくわけです。【スライド24】

（３）すらすら読めるようになるためには
　すらすら読めるようになるには「解読」から「流暢な読み」の段階へというよう
に発達していかなくてはいけません。そのときにやはり「読める」ということはも
ともとオーラルでその語彙があることが非常に大事で、それが基盤になっている
ということですね。なので、語彙が豊かな子どもは単語にひたすら触れること、
新しい文脈から新しい単語の意味と機能を導く方法を見つけ出すことによって古
い単語は自動的に理解できるようになって、そうすると新しい単語、つまり知ら
ない単語が自然にポップアップして目に飛び込んでくるようになります。
　読んでいくという行為は、ただ文字を追っていくということではなく、ずっと
推論の連鎖です。そのときに知っている言葉を見つけ、知っている言葉がないと
知らない言葉を見つけられないわけです。だから、語彙がたくさんあるというこ
とは「読み」にとってすごく大事なのです。そういう様々な工程の脳内の処理が自
動的にでき、それが無意識に高速でつながるようになると流暢に文字を読む準備
が整っていきます。【スライド25】
　逆にすらすら読めない子どもというのは非常に語彙が乏しい。語彙が発達しな
いと、負の連鎖に入ってしまいます。まずテキストを見ても知らない言葉がたく
さんありすぎるとそれぞれの言葉が推論できないのですね。読むためにはいくつ
かの知らない言葉があっても豊富な語彙を持っていれば文脈で補って知らなかっ
た言葉の意味を推論することができ、それによって語彙を増やしていくことがで
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きるわけです。しかし、知らない言葉がたくさんありすぎると推論もできない。
すると、読むのが嫌になるだけで終わってしまい、読みのスキルの向上にもなら
ないということです。【スライド26】
　オーラルで基盤となる語彙があることはすごく大事なのですけれども、そこで
流暢に読めるようになると、今度は感情と知識が結びついてきます。感情をつか
さどる辺縁系といわれている脳の部位と、その認知システムに接続する経路が活
発になってくるのですね。【スライド27】

（４）知識を総動員し、思考と感情を統合
　最終的には「読む」という行為は知識を総動員して思考と感情を統合し、その
過程において解読プロセスをほぼ自動化するということにつながっていきます。
つまり、自動化のプロセスがあって、そういうことができるようになると初めて
自分が目の前で経験できないようなことが経験できたり、新しい知識に触れたり、
知らなかったことを学習できたり、というような「読み」の豊かな世界が目の前
に広がっていくようになるわけです。【スライド28】

４. 知識の習得とは
（１）単なる記憶ではない
　この「読み」の過程からのアナロジーで考えると、結局、知識の習得とは単な
る記憶ではなくて推論なのですね。知っている単語一つ一つについて自分が知っ
ている意味がこの文脈に合うかどうかという推論もあります。知らない単語が
あったら文脈に合わせてその意味を考えるということが必要で、その推論をス
ムースに行うための情報処理のシステムを作る、それは単なる要素の追加ではな
くてシステムへの統合なのですね。だから、知識を得るということはその知識を
使うための情報処理のシステムを徐々に作り上げていって、今までの知識を組み
替えるような常に新しいシステムが新しい要素が入ってくることによって再構造
化される循環なのです。知識の習得でそこにおいて要素の知識もどんどん豊かに
なっていって、でもそれは断片として孤立した要素が増えていくのではなくて、
お互いの関係性、連結がどんどん密になっていったり、複層的になっていったり。
そこで、その知識をどのように使うかという情報処理のシステム、脳の中のネッ
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トワークもどんどん効率化され、精密になっていき、その結果自然に取り出せる
ようになるということです。【スライド29】

（２）思い込みの克服
　知識とはこういう身体化された知識というのが非常に大事なものですが、覚え
ておいてほしい知識の別の側面もあります。先ほどお話ししたように、人は自分
の知識を過信しているところがあり、たくさんの思い込み知識を持っています。

【スライド30】
　認知心理学で一つとても有名な例なのですが、「コインを下から投げ上げたと
きに、コインが上昇している途中で〔スライドを示しながら〕Bのところでかかっ
ている力を正しく表している図はどれですか」と、ある研究者が聞きました。こ
れはアメリカのアイビーリーグのしかも理系の理学部か工学部だったか、非常に
賢い大学生たちに聞いたわけです。この賢い大学生でも一番多く答えたのはどれ
だかお分かりですか。【スライド31】
　Cなのです。
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　4分の3の学生がCと答えて、正解を答えられた人はなんと14.2％しかいな
かったのです。私の自分の授業の中でも学生に試してみるのですけど、だいたい
毎年同じで4分の3の人はCを選びます。学生は力というのは運動する時に力が
かかっていると思い込んでいるのでCを選ぶのです。これは実は中世では正式な
科学理論として扱われていました。ガリレオもある時まではこの説を信じてい
て、そういう論文を書いていたのです。人は常に思い込みで直感的にわかりやす
い仮説を作ります。これを子どもの頃から私たちはずっとしているのです。これ
ができるから急速に知識を作り上げることができるし、いろいろなところで自分
で学ぶことができるわけです。でも、まさにそのために人はすごく思い込みに陥
りやすい。そして、自分が日常生活における観察によって作り上げた思い込み知
識というのはなかなか直らないのですね。先生が授業で「これが正しいですよ」、

「こっちは間違いですよ」と言っても直らないというのは心理学では非常に有名
な現象です。実際、MITだったと思うのですけど工学部、理学部の学生さんに半
年物理の集中的な授業をして、その後にさっきのコイン投げ問題をやってみまし
た。半年の物理の授業で「力」について学習したにもかかわらず、同じ問題をして
も改善はほとんどなかったということでした。もしかしたらテストの状況だった
らできるのかもしれないのですが、日常的な場面に戻ってしまうと、すぐに子ど
もの頃からの思い込みが出てしまうということが見られます。人は思い込むから
すごく速いスピードで知識を作ることができるし、思い込むから賢い。でも、そ
の思い込みから脱却することが、例えば様々な知見、特に科学的な理解を深めて
いくためには欠かせないのです。【スライド32 ～ 34】

（３）誤った認識を直すには
　繰り返しになりますが、間違った、誤った認識を直すにはどうしたらよいかと
いうと、正しい答えを教えてもダメなのです。唯一それが直るのはどういうとき
かというと、学習者が自分自身で自分の認識を誤りだと発見し、誤りを認めると
きです。結局これは何かいうと、先生方や科学者がしていることと同じなのです
ね。要するに、ある仮説や定説を疑って新しいことを発見するというそのサイク
ルです。実はこれは科学者の専売特許ではなくて誰にでも大事だし、子どもも小
学校からこの過程を経ていかないと本当の「生きた知識」は育てていくことがで
きない。逆に言うと「生きた知識」とかアクティブラーニングというのは、自分で
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発見できるようになるような批判的思考能力を持つことではないかと思います。
【スライド35】
　この場にいらっしゃる皆さまには今更釈迦に説法なのですが、この発見・論証
のプロセスは、本当に小学生から大学生、研究者に至るまで非常に大事です。
　科学を学ぶということはもちろん客観的な事実を覚えることでも単に計測する
ことでもなく、科学的な思考や批判的な思考といった訓練が大事なのです。そこ
をもちろん小学校からするべきですけれども、やはり大学教育でもその態度やス
キルを養うことを高等教育の目標にしてほしいと思います。【スライド36】
　これはもちろん自然科学に限ることではなくて文学でも歴史でも全く同じで
す。しかし、小中学生はもとより、大学生に対してもこういう態度が大事ですと
言うことを抽象的に教えても効果は期待できません。ではどうしたらいいかと言
うと、やはり大事なことに日常的に注意を向けることを意識する態度を育てるこ
とだと思います。自分の知識の在り方を把握して世の中はこう信じているし、自
分もそうだと思っていたけれど本当にそれでいいのだろうかと立ち止まって考え
るような意識を持ち、注意を向けることがすごく大事です。
　今、SNSなどで様々な情報が溢れていて、その中でフェイクな情報が非常に
多いですよね。そういう中で、テレビで誰かが言っていたから、偉い人が言って
いたからそれを信じるということではなく、本当にそうなのかということを揚げ
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足取りやただの批判ではなくて全体像を見たうえで「本当にそうなのだろうか」
と注意を向けながら考える態度を養うことは、大学生には特に身につけて欲しい
と思います。
　大事なのは自分の予測と観測している状態が一致しているかどうかということ
に注意を向けることです。人は非常に強いバイアスをもって、そのフィルターを
通して世界を視るので自分の予測と違うものは入ってきにくいのですね。だから
すごくあからさまに何かヘンなことが起こっても、自分が予測していないことは
スルーしてしまうということは非常に多いです。そのことを知って、それに陥ら
ないように意識するだけで物事の見方や取り組み方は随分変わると思います。【ス
ライド37】
　熟達者は自分の限界、自分の思い込み、今までやっていたことが思い込みなの
ではないか、もっといいやり方があるのではないかということを常に日常的に考
えている人たちです。彼らはこのようなマインドを持ちながら集中した練習・訓
練をする人だと言われています。このマインドは、いわゆる「達人」だけに必要な
ことではありません。学び手はすべて、このマインドを持って学びに取り組むべ
きです。そうすることによって誰もが「学びの達人」になることができるのです。

【スライド38】

５. 探究人になるために
（１）よい学び手（探究人）がもっている特質
　学びとか知識に対する認識はとても大事だということをお話ししてきました。
これに加えて、やる気や自己効力感と一般的に言われる、自分で学び方を工夫す
る、自分で工夫することができると思う自信がとても大事です。「とにかく自分
でやってみなさい」という自発的に試行錯誤を奨励し、やればできるよね、失敗
もすごく大事だよねと言うのは簡単なのです。しかし、大人でも失敗するとしょ
げますよね。そういうときのケアというのが大事なのではないかと思いますし、
できるという自信はとても大事です。【スライド39】

（スライド40、41省略）
　そろそろ時間ですのでまとめます。「生きた知識」というのは外から入れるこ
とはできない。それを知っていることがとても大事だと思います。私たちはいろ
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いろな場面で知識を誤解しているし、過信しています。例えば、誰かの講演を聞
いてそのときに100％理解できた、テキストを読んで 100％理解できたとしま
す。でも実際にその半分くらいしか記憶されていませんし、一か月、一年経つと
感動したとかよかったとか、そのくらいしか覚えていないことが普通です。忘れ
ないためには繰り返し思い出して、そこで得た知識を使う練習をするということ
が欠かせません。【スライド42】
　スライドのこの辺は省略させていただいて。（スライド43、44省略）

（２）主体的な学びの階層－ICAPモデル
　主体的な学びの階層モデルとして「ICAPモデル」という有名なモデルがあり
ます。Miki Chiさんという方が提唱されている理論です。この方はCognitive 
Science Societyの認知科学のノーベル賞と言われるルーメルハートプライズを
昨年度に取られた方です。
　学びには階層があるのですが、ICAPモデルの下からいうとPは受動的、Aが
能動的。普通Aで十分と思うかもしれないけれど、ChiさんはC、Iまでいかない
と本当の「生きた知識」は作れないし、主体的な学びにはならないということを
おっしゃっているのですね。【スライド45】

受動モード（Passive）
　階層の一番下にある「受動モード」とは、ただ授業で聞いたり読んだりしてい
るだけというものです。新しい情報は断片として貯蔵されるけれども既にある知
識とリンクされないと、その断片はしばらく時間が経てばほとんど忘れ去られ
ていきます。直後のまったく同じ文脈のテストでは思い出せるかもしれないです
が、時間が経ったり文脈が変わるともう思い出せない。だから、「死んだ知識」に
なる最有力候補ですね。【スライド46】

能動モード（Active）
　能動モードというのはテキストを読みながらハイライトしたりするようなモー
ドです。私たちもよくやりますよね。でも多くの場合、色をつけて、それだけで
満足してしまうようなところもあるわけです。色をつけるだけだと、部分的には
既に持っている知識を活性化させてリンクさせることはでき、受動モードに比べ
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れば記憶の取り出しはよく思い出せるけれども、なかなか深い情報処理は起こり
ません。ほとんどの場合、新しい知識の創造まではいくことができないのです。

【スライド47】

構成的モード（Constructive）
　それが構成モードになると、かなり常に知識を活性化させて推論するという認
知過程が生じます。構成モードというのは大事だと思うところをハイライトする
だけではなくて自分で問いを立て、その問いを立てながら読み返したり説明しよ
うとしたりするモードです。このモードでは、自分で仕組みを読み直して説明を
しようとする際に推論を必要とします。その結果、知識が変化していく可能性が
高い。でも、まだ新しい知識が作り出せるところにはいかないことも多いです。

【スライド48】

インタラクティブ・モード（Interactive）
　では、一番深い知識の創造に必要なことは何かというと、インタラクティブ・
モードだとChi教授はおっしゃっています。これは推論をするときに、二人で対
話して一人では作り出せないような新しい知識を創造するモードです。お互いに
問い、話し合うことで自分では持たなかった問いというのが相手から発せられて
それを説明しようとする、一緒に考える、そういう過程が新しい知識を創るのに
とても有効なのです。【スライド49】

（スライド50省略）

（３）アクティブラーニングにおける注意点
　ただし、このアクティブラーニングは、いつもグループ学習すればよいとなり
がちなのですよね。アクティブラーニングが大事だから班に分かれて考えてねと
なりがちで、特に小中学校だとそういう実践が多いのではないかと思います。
　でも、ただ話し合ってもそれだけではなかなか新しい知識は生まれない。だか
ら、インタラクティブ・モードの利点というのは話し合う、一緒にやる、グルー
プワークのような「形式」ではなくて「推論の過程」にあるのだとChi教授も講演
でおっしゃっていました。インタラクティブ・モードは二人で一緒にダイアロー
グをして、新しいそれぞれ問いを投げ掛け合い、説明をし合い、推論をすると
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いうその過程にあるのです。これを頭に入れておかないと普通のグループ学習に
なってしまうでしょう。【スライド51】
　あと大事なのは一人で学ぶ時間を作るということもすごく大事だということ
を、熟達研究の第一人者の方は言っています。
　実際トップのチェスプレーヤーの技量というのは、どれだけ試合をした経験が
あるかというよりは一人で練習するかによって予測できたということです。もち
ろんそれは、分野によっても違うとは思うのですね。試合の経験もすごく大事に
なってくる分野もあるかもしれないけれども、アクティブラーニングが、インタ
ラクティブが大事だからといって一緒になんでもやればいいというものではない
わけです。オーケストラも最終的に素晴らしい音を作っていくためには、一人一
人の練習や楽譜の読み込みは欠かせないと思います。【スライド52】
　最後に、どのように自分で学習していったらいいかということをお話しします。
　この本『使える脳の鍛え方』はちょっとタイトルが怪しげですが、中身は本当
に素晴らしい本です。どのように学習したらよいかということに関する認知心理
学の記憶の仕組みや学習の仕組みといったたくさんの基礎研究の知見を紹介し、
そこから有効な学び方の提案をしています。【スライド53】
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（４）「統合」のために有効な手立て ―集中練習は有効でない
　この本は一般的に信じられている「学習ってこうしたらいいよね」という教育
実践と逆のことを提案していることが多いです。
　例えば、何か難しいことを教えるには簡単なことから少しずつ難しくしていけ
ばよい、積み上げていく方法で学習したほうがいい、という考えが一般的だと思
います。でも、実はこの方法では簡単なことで精いっぱいで、その先の理解に行
けないことが多いのです。この間、ある中学校三年生の数学の授業で二次関数の
ことをやっていた授業を見学しました。びっくりしたことに、y=x2だけで定数
項がない二次関数だけが教えられていたのです。「なぜ定数項を入れていないの
ですか」と言ったら、定数項を入れるとyからxを導き出すのに計算が複雑すぎ
るからないのですと。でも、一年生の時に一次関数を習ったときには定数項があ
る一次関数が教えられていました。しかし、三年生で定数項を抜いてしまったた
めに定数項という概念が全くなくなってしまうのではないかと心配しています。
また、「関数とは何か」と先生が生徒に聞いていたのですが、多くの生徒は「xと
yがあることだろう」とか「増え続けていることだ」とか、そのくらいの理解しか
していないように思えました。
　小学生の分数の授業を見学したときも同じようなことを経験しました。分数と
いう概念を誤解していて、例えば9分の10とか18分の19は分数じゃないと考
える子どもが非常に多いのです。それは何故かというと、分数を学校で扱うとき
に、2分の1とか3分の1という非常にわかりやすい例で教えてその計算方法し
か教えていないので、子どもが分数という概念自体を誤解してしまうのです。易
しい、わかりやすい例だけで複雑な概念を教えるとその例に引きずられて子ども
が概念を単純にとらえ、誤解をしてしまう可能性が高いということをこれらの例
は示しています。
　このスライドは「多様学習」という学習の例です。これはスポーツのバスケット 
ボールの例ですけれども、90cmの距離から玉入れができるようにするには
90cmの距離で固定して練習するより、様々な距離から投げる練習をしたほうが
いいと著者は述べています。これと同様に、関数を教える時も、一次関数だけを
教える、二次関数だけを教える、計算が簡単なように定数項を抜く、そういうこ
とをしないで計算自体は電卓やスマホを使わせてもいいから概念全体が捉えられ
るようにすることが、結局は生徒が抽象的で複雑な概念を誤解なく学習するには



37大学教育開発研究シリーズ No.28

学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

よいと思います。
　この本では複雑な概念を教えるにはある程度複雑なところを説明し、問題に取
り組んでみてからもう少し単純なことに戻る、そしてまた複雑な概念に取り組む
という、ジグザグのやり方がすごく有効だということが述べられています。これ
は学習における認知の仕組みや「くせ」を考えると、とても理に適った方法だと
思います。【スライド54】

（スライド55 ～ 57省略）

６. さいごに
 もう時間なのでこの辺で話を終えたいと思います。このあたりのことはスライ
ドにも書いてありますし『使える脳の鍛え方』の本をお読みいただければと思い
ます。【スライド58、59】
　最後は慌ただしくなってしまったのですが、このくらいで終わらせていただき
たいと思います。ありがとうございました。〔拍手〕

○司会　先生、どうもありがとうございました。
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【スライド ｰ 2】

【スライド ｰ 1】
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

【スライド ｰ 51】

【スライド ｰ 52】
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【スライド ｰ 54】

【スライドｰ 53】
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

【スライド ｰ 55】

【スライド ｰ 56】
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【スライド ｰ 58】

【スライドｰ 57】
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学びとは何か ―高等教育機関において〈探究人〉になるために―

【スライド ｰ 59】
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○司会　それでは、会場の方から今井先生への質問をお受けしたいと思います。

質問１
○学外者　お話ありがとうございました。「思い込み」のところについて伺いた
いです。例えば、仕事で事業開発や新しいものに取り組んでいくときに新しいも
のを生みたいなと思ってやっているのですが、どうしても既存の自分の今までの
経験や知識の中からしか出てこなくて、その外に出たいといつも思うのですね。
出たいからなかなか自分では挑戦しないようなことをしてみたり、自分の枠を広
げる取り組みはするものの、やはり同じような感じになっているなという印象が
あります。自分の枠を超えるというのはどうしたらできるのかということを知り
たいです。先ほどの話だと自分にとって知っていることとか、興味のあることし
か情報はインプットされないともあったので、多分ここが原因なのかなと思うの
ですけれど、何かヒントがあれば教えてください。

質疑応答



70 大学教育開発研究シリーズNo.28

○今井　それは学習者、教育者の誰もが知りたいミリオンダラークエスチョンだ
と思います。そうですね、やはり人の認識は常に両端があって、すごく自分の知
識の枠の中でいろいろなことを考えたり、やったりするから効率的にできるし、
それがないとなかなか効率性ということを考えるとできないので枠の中で考え、
枠の中に留まろうとすることは無理ないことだと思うのですね。常に枠があるこ
とが悪いことかというと、そういうわけでもないとは思います。イノベーション
も、もちろん世の中の常識をまったく変えるようなイノベーションで、それがい
いことだったら素晴らしいと思うのですけれど。これまでのことから一歩二歩進
んだだけでも、それはイノベーションと言えると思うのですよね。だから、必ず
しも常識を覆すようなイノベーションをいつもしなくてはいけないと思う必要も
ないのかなというふうに思います。
　ただ、今よりも少し進みたいというようなことを思い続ける。そして、その時
になるべく広い範囲に関心とか注意を向けるということは大事だと思います。先
ほどお話ししたようなICAPモデルでもインタラクティブというのはやはり自分
の仲間だけではなくて、もう少し広い範囲にインタラクティブを求めるっていう
のが大事になるのかなと思うのです。
　ただ、例えば私のいる学部は環境情報学部なので本当にいろいろなバックグラ
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質疑応答

ウンドの方がいて共同研究をしろしろと言われているのですけれども、その割
にはあまりできていないところがあります。それだけ分野が違うとコミュニケー
ションの最初の一歩をとることはなかなか難しいなあということがありますね。
また、そういうことが得意な人と不得意な人がいるということはあると思うので
すね。必ずしもそれがうまくできなければダメと言うことではなく、あまり無理
することはないのかなって思いますね。
　イノベーションも常識を覆すことだけがイノベーションだと思う必要はなく
て、やはり人が推論するということはある種、常に自分の知識にイノベーション
を起こしていることだと思うのですよね。そこでの気づきを大事にするというこ
となのかと。
　あと個人的になのでお役に立てるかどうかはわからないのですけれど、私は
日常の生活の中でもふとした疑問をとても大事にするようにはしています。だか
ら、文献を読むことも大事なのですが、文献を読んでいるだけではなくて日常の
疑問みたいなものを自分の研究に繋げられないかなという意識はいつも持って
います。棋士の羽生善治さんとお話したとき、羽生さんも同じようなことをおっ
しゃっていました。小説を読んだり、美術展に行ったりして、将棋以外のことに
も時間を使うようにしている。しかし、それをしながらも、つい、将棋にどのよ
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うに結びつくのかを考えてしまう、とおっしゃっていたことがとても印象に残り
ました。イノベーションはそういう日常的な注意というか、心がけから生まれる
のではないかという気がします。すみません、答えになっていなくて。

○学外者　ありがとうございました。
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質疑応答

質問２
○学外者　非常に刺激的な講演をありがとうございます。非常にたくさんの示唆
を受けました。推論がキーワードだと思うのですが、学習、学びがうまく回らな
い段階の生徒とか学生が非常に苦手なところが、まさに推論のところかと思うの
ですね。今日のお話でも推論がうまくスムースにいくための情報処理システムを
確立していくことになると思うのです。推論が自分の中でできるようになってい
くためのプロセスとして、より具体的なところを少し補足していただければと思
います。
　もう一つ、推論と概念、最後のお話のところで非常に刺激を受けました。推論
を続けていくことで概念化に導いていくというプロセスもあるという気がするの
ですが、そこをもう少しお話しいただければと思います。

○今井　これも難しい問いですね。本来、本当に人間の子どもは生まれながらに
推論をするようにできているのですね。子どもが言葉を覚えられるというのはま
さにそれができるからなのです。言葉を覚えるというのは毎日毎日推論の練習を
しているようなものなので。それなのに就学後に「学習する、勉強するというこ
とは覚えることなんだ」みたいな、そういうエピステモロジーに変わってしまう
子どもが結構いるということはすごく残念だと思っています。だから推論の仕方
をスキルとして教えられるかというと、なかなかできません。なので、私が親御
さんや学校の先生に一番言いたいのは、子どもが「推論をする」ことをつぶさな
いでほしいということです。本当にそれにつきます。
　大学生にどうするかというのはそんなに簡単な方法はないです。いわゆるメ
ソッドみたいなものはあまりないのかなと思います。推論は習慣なのだと思うの
ですね。もちろん推論とは、学問的にきれいに分ければ、演繹推論とか帰納推論
とか類推、そういうのがありますよね。それを例えば、授業で演繹推論はこうい
うことでとか、帰納推論とはこういうことでとか、私も一応トピックとして教え
はしますけれど、それがその人たちの推論をするようになることに繋がるとはあ
んまり思えません。
　基本的には人が毎日する推論って日常的な推論もそうだし、自然科学、社会科
学、すべての科学において行われる推論とは形式的な演繹とか帰納とか類推と
かを単独で行うことはまれで、全部を組み合わせたものだと思います。いわゆる
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パースが言っているアブダクションが、やはりいろいろ発見に繋がる、学問には
もっとも必要な推論だと思うのです。アブダクションはある意味で非常に直感的
でもあり探索的でもありなのだけど、それが批判的な思考と組み合わせられるか
で科学で求められるイノベーティブであり、同時にしっかりしたエビデンスに基
づいた探究になっていくと考えます。
　例えば、ケプラーもあの惑星の周期を発見した時にその過程で随所に直感に導
かれて思考を進めています。でも、その直感から来たアイディアをコンピュータ
がない時代に紙と鉛筆で何年もかけて何回も計算し直すというような批判的な思
考がバックアップし、理論を構築しました。そういう、いわゆる直感的思考と批
判的思考のバランス、組み合わせというのがすごく大事なのだと思います。論理
だけでは人は推論できないと思います。そのバランスの見極めは、やはり練習す
るしかないのかなあと思います。ただ一人で練習をするより、人に説明するとい
うことはすごく大事なことなのではないかと考えます。
　ICAPモデルを提唱したChiさん、説明をするということは、ものすごく思考
というか情報処理を深くすると言われています。人は得てして自分が読んでいる
だけだったり、それこそマルティプルチョイスで答えていたりすると「わかる」
と思って自分の知識を過信するのですけれど、ひとたび説明をしようとした途端
に自分が何を知っていないかということが見えてくるので、そういうことを教育
の場面では取り入れるっていうことはとても大事なのではないかと思います。

○学外者　ありがとうございました。
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質疑応答

質問３
○学外者　ドイツ語を教えていまして、先生のお話からいろいろな示唆をいただ
きました。いわゆる一般的な文法書を最初から最後までやっていくような授業だ
と途中で学生が嫌になってしまいます。ドイツ語はいろいろと複雑ですので、文
法書はやめてコミュニケーションの中でどんどん文法を学んでいこうという授業
を心がけているのですが、私自身、言語科学の認知といった知識がありませんの
で先生がもしドイツ語の授業でコミュニケーションの中で話せるような学生を育
てるのだとしたら、どのような授業をなさるのかをぜひお聞きしたいと思いまし
た。

○今井　ありがとうございます。コミュニケーションから入るというのはすごく
大事だと思うのですね。ただコミュニケーションだけでは特に大学生の年齢では
なかなか習熟までいかないのかなと思っています。
　外国語を学習するときに例えば、あるテキストを読んで、ある単語があって、
その単語を辞書で引きますよね。そうすると、これはこういう意味ということが
書いてあります。でも、その状況で推論した意味というのは、その言葉がもつ意
味の広がりのなかの一点でしかないわけですね。結局それを点から「生きた知識」
にして、その言葉を使えるようになるってことは、その点から自分で面に広げな
いといけない。さらに文法ともリンクさせなくてはいけない。そういう意味であ
る種、一点の知識を三次元に復元するというようなことをしなくていけないので
すよね。でも、その復元はなかなか全部自分でしきれないから人は自分の日本語
で持っている知識を、点から面に広げる、つまり一般化をするときの基準にして
しまうわけですね。
　先ほども少し話した“wear”という言葉の例をほとんどの大学生は状態だけで
なく、「行為」にも使えると思っているというのは日本語では「着る」という動詞
が「動作」を指すのか「状態」を指すのか形態から区別できないのですね。それで、
英語の動詞でも「動作」と「状態」の区別を曖昧にしたまま、点を面にしてしまう
のです。逆に、“wear”の範囲が「状態」としての“wear”の範囲というのは上着
とか制服とか、日本語動詞の「着る」の対象に限定されてしまっている。そのくら
い自分が母語で持っている知識の枠組みから離れることは難しいのです。それは
たぶんコミュニケーションのコミュニカティブなアプローチだけで学習してい
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るとなかなか克服できないのだと思うのですね。だからコミュニカティブなアプ
ローチを取ることは大事だとは思うのですが、それこそ先ほどの最後の「多様学
習」は大事だと思うのです。コミュニカティブなアプローチをとってある程度コ
ミュニケーションとれるようになったら、少し意識的に文法を学習したり、ある
いは日本語とドイツ語の比較をすることはすごく大事だと思うのですね。特に、
高校、大学生は比較することで非常に多くのことを学ぶことができます。ドイツ
語の単語と辞書に載っている日本語の単語というのを比較しながら、深堀りして
どこがどういうふうに意味が違うのかということを繰り返すと自分が無意識のう
ちに当てはめていた日本語の感覚、ドイツ語の点を三次元に復元する過程で無意
識にやっていたことを少し意識化することができます。そして日本語をもとに復
元することは必ずしもうまくいかないのだということに気づくのではないかなと
思うのです。
　実際、英語では今、オンラインで学習に役立つツールがたくさんあります。オ
ンライン辞書でコーパスとリンクされていてたくさん用例が出てきて、そこで用
例をたくさん見るようにするなど、とても有効だと思います。ドイツ語でもこの
ようなツールはあるのではないかと思います。
　英語の場合には「WordNet」というすごくいいオンラインツールがあります
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質疑応答

ね。辞書のよう多義のそれぞれの語義ごとにクリックするとその意味を中心にし
たときに、その言葉と関係する他の言葉、たとえば上位概念を指す言葉とか、下
位概念を指す言葉とか、同じレベルで関係している類義の言葉とかがわかります。
それぞれの例文にも飛ぶこともできます。すべての言葉で、時間をかけてそのよ
うに深く探究して調べる必要はないですが、いくつかの大事な言葉を選んで深堀
りしていくと、それこそ言語についてのメタ認知のようなものが発達してくるの
ではないかなと思います。

○学外者　どうもありがとうございます。
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質問４
○栗田　理学部の栗田と申します。どうもありがとうございました。長年の悩み
というか、いつも思っていることなのですけれども、学生さんって大学に入って
学ばなければいけない、学んだ方がいいと思っているのですが、実際には行動
に移せないということがあると思うのですね。例えば、今井先生のゼミの学生さ
んや院生の方というのは先生のお話をよくよく理解しているわけですよね。なの
で、非常にラッキーなわけですけれども、その学生さんで行動に一歩踏み出せる
学生と、踏み出せない学生の差というか、また、どういうきっかけで動き出すと
いうようなヒントみたいなものをもしご経験されていれば教えていただけるとあ
りがたいです。

○今井　またまた難し過ぎますね。うーん。学生が理解しているかと言えば、私
だって自分で理解しているかどうかというのは難しいところでありまして。どう
なのでしょうね、やはり突き詰めると本人がどのくらい学ばなくてはいけないか
と思っているかということに尽きるのかなとは思いますね。
　だから私はもちろんゼミで学習して欲しいとは思うのですが、その時に特に学
部の学生は学部の時に私が教えたいことを全部持って卒業しなくても認知心理
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質疑応答

学ってあったなと覚えていてくれて、社会に出てある大きな問題に直面して問題
解決しなければならなくなったときに認知心理学のことを思い出してくれたら、
それでいいのかなと思っているところがあります。
　ただ卒論はやはりかなり大事だと思います。本学も私が就職した当初、卒論は
必修ではなかったのですよね。途中10年くらい前から卒論が必修になりました。
最初は自分の負担も増えるし、ちょっとイヤだな、研究をやりたくもない人にそ
れをさせるのはイヤだなと思って結構しぶしぶという感じだったのですが。私は
クオリティには厳しく、いい加減なところで卒業させないと決めています。それ
は学生にも伝わっていて学部生でも大学院レベルのしっかりした実験をしてもら
うということをずっとやり続けています。幸いにも、ゼミで受け入れる学生は面
接をして選んでいいことになっているので、最初の面接のときに、いかに今井研
は大変だからやめた方がいいのか、ということをしつこく言っています。それで
もいい、やりたいっていう人が来て、それでも泣く人はたくさんいるのですけれ
ど、先輩の大変な様子を見ているので学生も覚悟を決めてやっているのかなとい
うところがありますね。
　立教の現代心理学部はわからないのですけれども、SFC（慶應義塾大学湘南藤
沢キャンパス）では、心理の教員が少ないので統計から実験計画から何から積み
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上げて全部教えることは不可能なのですね。普段のゼミの時間には文献を読むの
ですけど、基本的には私の実験の手伝いをしてもらったり、先輩の手伝いをして
もらったりで実験をやってみることから始めます。本当に系統だってできてない
のですけど、文献を読むだけではなくて、実際にデータを分析してみるとか、と
にかく自分で体を動かして、ゼミの時間に学んだことを実際にやってみるチャン
スをつくることは心がけています。そのくらいですね。すみません。

○栗田　ありがとうございます。

○司会　どうもありがとうございます。まだまだ質問があるかと思いますけど
も、とうとうお時間が来て参りました。最後に今井先生に感謝の拍手をもってご
講演の部を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。〔拍手〕
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閉会挨拶

閉会挨拶
○司会　最後に当センターのセンター員である高林先生から閉会のご挨拶を頂戴
したいと思います。それでは、高林先生お願いいたします。

○高林　センター員で文学部の高林と申します。本日はありがとうございまし
た。ちょっとだけ感想めいたことを申し上げて、閉会の挨拶に代えさせていただ
きたいと思います。
　私は歴史学の人間でして、先ほど文学でも歴史学でも同じだというお話をい
ただいて、まったくそのとおりだと思って聞いておりました。ここ何年か学生に
は、特に歴史の知識を覚えて何かを知るということ覚えていただきたいというよ
りは究極的な史料の捌き方だけ覚えて、いろいろと試してもらえればいいのでは
ないかと思うようになってきています。というのは、いろいろな類のことを書か
れたものがあって、統計から始まって、いろいろな文学のものもあってという中
で、それをどうやって捌くかということを考えて試していけば何か別のところで
出会ったものに対して、それを活か
すというか、先ほどの推論のお話だ
と思うのですけれども、そういう力
が養われていくのかと思ったりして
います。演習でもそういうことも意
識しているのですけれども。
　今年はたまたまこの秋学期に一般
教養的な全学共通科目という本学の
科目の中で、まったく歴史に触れた
ことのない学部一年生に百年前か
二百年前に書かれた生の引用文を渡
して、問いかけを出して考える時間
を最初に二十分程作っています。そ
の後、それに関連する文脈や語彙と
いった講義を一時間くらいして、最
後にもう一回引用文に戻って最初と

大学教育開発・支援センター センター員、文学部

高林 陽展 氏
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最後ではどう考えたかという問いに対する答えを二バージョン書かせるというこ
とをやってみたのです。そうしたらうまく何か啓蒙されてくれるかなと甘い期待
を持っていたらですね、今日のお話にあったように意外と最初の思い込みのまま
変わらないということに直面しました。今日のお話を聞いて、なるほどインタラ
クティブなことをやっていなかったなと。例えば、もし少し変化のあった学生と
そうではない学生、膠着しているというか思い込みを繰り返している学生が二人
でしゃべっていたら、これはまた違ったのかなと。いろいろなヒントをいただけ
て大変ありがたいと思いました。どうもありがとうございました。

○今井　ありがとうございます。素晴らしいことをされていると思います。成果
がすぐ表れるというのはあり得ないと思うのですよね。だからすぐに変化が表わ
れなくても我慢して続けてられると、やはり必ず、全員とは言わないまでもシグ
ニフィカントな人数の人たちがグループで変わっていくと思います。そうすると
中で動きがあると思うのですよ。一部の人が変われば、それに引きずられて他の
人も変わるということが起こるはずだと思います。
　皆さまも一回とか二回で成果が表われないからすぐこれはダメだったというこ
とは思わないで、やはりしぶとさも必要だと思います。ありがとうございました。

○高林　今日はどうもありがとうございました。〔拍手〕
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